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20代

4%（3人）

30代

11%（9人）

40代

31%（25人）

50代

31%（25人）

60代

23%（19人）

年代
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ケアハウス

1%(１人）

その他

14%（11人）

介護老人保健施設

5%（4人）

居宅介護支援事業所

12%（10人）

地域包括支援センター

2%（2人）

通所介護

20%（16人）

特別養護老人ホーム

10%（8人）

認知症対応型共同生

活介護（グループ

ホーム）

11%（9人）

訪問介護事業所

11%（9人）

有料老人ホーム

14%（11人）

施設種別
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介護支援専門員

12%（10人）

介護職員実務者研修

（ヘルパー１級）

1%（1人）

介護職員初任者研修

（ヘルパー2級）

9%（7人）

介護福祉士

46%（37人）

看護師・准看護師

17%（14人）

管理者

1%（1人）

施設長

1%（1人）

社会福祉士

3%（2人）

社会福祉主事

1%（1人）

無資格

3%（2人）

薬剤師

5%（4人） 理学療法士

1%（1人）

現在の資格
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ある

74%

（60人）

ない

26%（21人）

あなたは、施設等において利用者が救急搬送にな

る場面（心肺停止や死が差し迫った状況）に遭遇し

たことがありますか
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マニュアルはあるが内容は簡単

に書いてある

1%（1人）

わからない

16%（13人）

職員が誰でもわか

るように用意され

ている

54%（44人）

特に用意されていない

13%（13人）

特定の職種がわかるように

用意されている

16%（13人）

あなたの職場には、救急搬送の手順書や心肺

蘇生法の手順書などが用意されていますか
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知っている

56%（45人）

知らない

44%（36人）

「搬送にかかる救急隊用情報」を知っ

ていますか
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いない

14%（11人）

いる

41%（33人）
おりません

1%（1人）

わからない

43%（35人）

利用者がいない

1%（1人）

あなたの事業所・施設を利用している利用者さんで「最期

は延命治療を望まない」「心肺蘇生法を望まない」と意思表

示をしている方はおりますか
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119番通報を実施する

18%（14人）

かかりつけ医に連絡をする

71%（57人）サ責に連絡

1%（1人）

リーダーに報告

1%（1人）

わからない

5%（4人）

家族、主治医に連絡し

状況を報告し対応する

1%（1人）

管理者に連絡する

1%（1人）

事業所に連絡 ケアマネに連絡

1%（1人）

本人、家族との取り決めに従う

1%（1人）

もし、あなたの事業所・施設を利用している利用者さんで「最期は延命

治療を望まない」「心肺蘇生法を望まない」と意思表示をしている方  

が心肺停止になった時、あなたならどうしますか
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【自由記載】救急対応のことで聞いてみたいこと、困っていること、問題点や苦慮している
ことなどがあればお書きください（抜粋）

どうすれば落ち着いて対応できるのか…どうしても動揺してテンパってしまいます。

ヘルパーは救急搬送レベルと感じるが家族様は大丈夫と判断となる場合があり本人様の状
態悪化になってしまう場合があった。

バイタルについて学びたい

家族が入所しました。自分の施設に98歳おばあさん、昔から血圧が低めで常に70〜90位、
顔色はよく元気なんですが？どのように対応したら良いですか？

差し迫った状況ではないので分からない

心肺停止時は119だと思い込んでました。他の選択肢があるんですね、知りませんでした

落ち着いて行動できるか心配



【自由記載】救急対応のことで聞いてみたいこと、困っていること、問題点や苦慮している
ことなどがあればお書きください（抜粋）

あまり「救急対応」に関わりがない事なので、今回の研修で改めて学んでいざというときに
対応できるよう努めたいと思います。

看取りを行なっていない施設の為、緊急時はすべて救急対応の指示が嘱託医よりでていま
す。救急車を呼ぶタイミングなどいつも悩みながらの対応となっています。

どこまでしたらよいか、また基準がわからない

夜間管理者、ナースにすぐ連絡取れない時どうしていいのかわからない

もし、AEDが必要になった時、操作を間違いなくどの状態まで行えばよいのか…。

見取りを希望していて自宅で過ごしたいかたをケアに入ることが有ります。救急車は呼ばな
い事はスタッフに共有しています が、いざとなると家族の気持ちは生きて欲しいと変わ
ることもままあると、思っています。家族が望んでいれば最後の手当ても一分一秒を大切に
してあげたいと思っています。難しいですね。
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